
202010年1月号

部
門
を
横
断
し
た
現
地
化
推
進
会
議

Ｂ
社
の
経
営
層
は
、
販
売
体
制
や
各

種
機
能
の
強
化
を
担
う
幹
部
ポ
ス
ト
を

早
急
に
現
地
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
。
そ
こ
で
、
部
門
を
横
断
し
た

現
地
化
推
進
会
議
を
開
き
、
幹
部
に
求

め
ら
れ
る
要
件
を
満
た
す
人
材
を
計
画

的
に
育
成
し
、
短
期
間
の
う
ち
に
一
定

の
現
地
化
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
着
手
し
た
。

総
経
理
、
副
総
経
理
と
、
全
て
の
事

業
部
門
や
機
能
部
門
の
ト
ッ
プ
が
参
加

し
た
第
一
回
目
の
会
議
で
は
、
ど
の
ポ
ス

ト
に
、
い
つ
ま
で
に
現
地
人
材
を
登
用
す

る
か
と
い
う
、
現
地
化
の
具
体
的
な
目

標
を
設
定
し
た
。
同
時
に
、
幹
部
候
補

者
を
、
各
部
門
長
か
ら
の
推
薦
を
経
て

全
社
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
一
人
ひ
と
り

の
長
所
と
短
所
、
今
後
の
育
成
ポ
イ
ン

ト
を
議
論
し
、
具
体
的
な
対
策
を
策
定

し
た
。
所
属
部
門
長
が
評
価
す
る
だ
け

で
な
く
、
他
の
部
門
長
が
所
感
や
情
報

な
ど
も
率
直
に
述
べ
合
う
こ
と
で
、
多
面

的
に
人
材
を
評
価
す
る
よ
う
に
し
た
。

推
進
会
議
は
四
半
期
毎
に
開
催
し
、

進
捗
状
況
を
確
認
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
す
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
各
部

門
の
優
秀
な
人
材
に
関
す
る
具
体
的
な

情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

以
前
は
ほ
と
ん
ど
無
理
だ
と
考
え
ら
れ
て

の
Ａ
さ
ん
は
、
部
下
の
指
導
・
育
成
に

関
し
て
研
修
を
受
け
た
後
で
、
自
分
の

部
下
の
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
指
導
・

育
成
を
今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
し
実
行

し
て
い
く
の
か
、
受
講
内
容
を
踏
ま
え

て
詳
細
な
行
動
改
善
表
を
作
成
し
た
。

Ａ
さ
ん
の
所
属
す
る
部
門
の
部
門
長
は

面
談
の
場
で
、
自
分
の
経
験
も
踏
ま
え

て
具
体
的
な
助
言
を
行
な
っ
た
。
候
補

者
は
効
果
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
一
方
、
部
門
長
も
候
補
者
の
思

考
力
や
判
断
力
、
行
動
力
な
ど
を
直
に

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
B
社
で
は
、
経
営
管
理

職
研
修
、
部
門
横
断
的
な
現
地
化
推
進

会
議
、
き
め
細
か
い
個
人
別
指
導
を
有

機
的
に
結
び
付
け
た
「
仕
掛
け
」
を
着
実

に
運
用
し
、
現
地
化
計
画
を
推
進
し
た
。

そ
の
結
果
、
目
標
年
限
を
定
め
た
現
地

化
は
空
想
的
な
目
標
で
は
な
く
、
現
実
性

の
あ
る
目
標
と
な
っ
て
い
っ
た
。

部
門
を
超
え
て

全
社
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、

経
営
層
の
風
土
が

徐
々
に
変
わ
り
、

変
化
へ
の
対
応
を

躊
躇
し
て
い
た
部

門
長
に
対
し
て
も

良
い
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
に
な
っ
た
。

い
た
部
門
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
に

な
っ
た
。
幹
部
ポ
ス
ト
の
現
地
化
の
重
要

性
と
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
形
成

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

一
方
、
経
営
層
が
現
地
化
を
重
視
し

実
際
に
推
進
し
て
い
く
意
欲
を
候
補
者

に
伝
え
る
と
同
時
に
、
彼
ら
に
期
待
す

る
レ
ベ
ル
を
明
確
に
伝
え
た
。
こ
れ
に

よ
り
候
補
者
は
自
ら
が
幹
部
職
に
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
動

機
付
け
、
目
線
を
上
げ
視
野
を
広
げ
て

自
己
成
長
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た
。

部
長
に
よ
る
個
別
指
導
面
談

現
地
化
推
進
会
議
や
そ
の
他
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
日
本
人
の
部

門
長
の
意
識
を
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
B

社
。
総
経
理
か
ら
方
針
と
具
体
的
な
目

標
が
継
続
的
に
示
さ
れ
る
な
か
で
、
自

分
の
後
任
を
育
て
な
け
れ
ば
中
国
側
、

日
本
本
社
側
双
方
か
ら
評
価
さ
れ
な
く

な
り
、
帰
任
も
覚
束
な
く
な
る
と
い
う

危
機
意
識
を
醸
成
す
る
よ
う
に
し
た
。

次
に
幹
部
候
補
者
に
対
し
て
行
っ
た

の
が
、
指
導
面
談
と
研
修
を
通
じ
た
現

場
で
の
落
と
し
こ
み
で
あ
る
。
候
補
者

に
は
学
習
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
「
行

動
改
善
表
」
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
候

補
者
は
行
動
改
善
表
を
上
司
に
提
出

し
、
部
門
長
と
の
面
談
で
個
別
に
指
導

を
受
け
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
課
長

倪燕 (Ni・Yan）

華東師範大学文学部卒業。中国人民大学修士、人
的資源管理専門。日系企業の人事実務経験を経
て、2009年より現職。専門知識と実務経験を生
かして、中国日系企業の人材マネジメント戦略、
人材育成等に関するコンサルティングを行ってい
る。

幹部人材を育成する際には、経営管理職研修を実施す
るのが一般的である。ＮＲＩでは経営管理職研修に、現
地化推進会議、研修以外の場で行なう個人別指導を有機
的に結びつけることにより、幹部に求められる水準を確
実に満たす人材を計画的に育成することを提唱している。
今回は現地化を推進したＢ社の事例を紹介する。
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部門横断的な現地化推進会議と個別指導を組み合せた幹部人材育成
第 2回：
現地人材の早期育成を促す３つの「仕掛け」


